
地

"

揺

節
十
四
怨

節
六
駄

望

六

二

六

示
し
た
も
の
で
あ
る
0

証

式
中

の
rL
は
C
<に
つ
い
て
は
新
し

い
誠

泊
を
越
え
て
甫

(
と
っ
た
値
､

α
に
つ
い
て
は
新
し
い
曲
に
お
い
て
･
趣
を
曲
る
練
塀

に
垂
直
な
る
方

位
線
を
準

凡
て
田

(
と
っ
た
値
を
示
す
｡
(
未
完
)

伊

那

山

系

と

三

河

高

原

本
満
は
地
形
鍵
的
縦
軸

に
し
て
地
理
凝
評
諭
八
月
雛
仰
北
柏
山

荘
共
成
の

｢
三
河
満
悦
の
平
地
鑑
に
放
て
L
に
越
的
す
べ
き
も

の
と
云
っ
て
よ
い
｡

地

域

赤
石
山
系
の
内
側
で
あ
る
原
凹
博
士
.の
亦
石
塀
線

(

A
lna
ish
i
B
ru
c
h
tin
ie
)と
天
龍
川
と
の
間
に
狭
長
を
山

系
が

あ
っ
て
花
南
岩
及
花
同
質
片
麻
岩
等
か
ら
成
っ
て

居
る
｡
是
を
伊
那
;
系
と
科
し
て
赤
不
の
内
側
前
衛
を

な
し
て
居
る

｡

北
は
諏
訪
湖
南
岸
の
守
屋
山

二

六
五
〇
三

米
)
か

ら
起
っ
て
南
南
西
の
方
向
に
連
-
其
主
峰
列
は
上
伊
那

郡
で
は
鉢
伏
山
(
｣
四
五
五
米
)､
三
月
山
(
一
三
九
六
･

市

額

八

代

青

l
米
)､
戸
倉
山
(
一
六
八
〇
･七
光
)､
高
森
両
(
1
五
四

C
｡七
米
)'盈
朋
樺
山
(
一
四
七
八
｡四
米
)と
夜
-
､
下

伊
那
郡
に
到
っ
て
警

固
度
を
現
し
て
大
西
出

二

七
四

二
二
光
)
､
鬼
両
川
(
一
八
八
九
･三
光
)
､
氏
乗
～;
(
〟

八

一
八
三

米
)雇

山
(
一
六
C
,〇
三

来
)､
小
川
路
峠

(
1
四
九
二
入

来
)､
金
森
山
(
一
七
〇
二
立

米
)､
黒

石
岳
(
二
二
雲

ハ
去

来
)､熊
伏
山
(
一
六
五
三
三

光
)､

観
菅
山
(
一
四

一
六
･
二
光
)
と
な
-
､
そ
れ
よ
-
天
龍

川
を
越
え
て
日
本
ケ
塚
山
(
二

〇
宰

三
光
)､
明
醐
山

(
一
〇
1
六
米
)､
字
連
山
(
九
l完

･凹
米
)､
本
官
山
(
七

八
九
米
)
と
塚
･Jl
次
第
は
海
岸
は
低
下
し
佐
久
島
等
の



島
唄
と
な
-
て
伊
勢
源
に
捜
し
再
び
伊
勢
に
現
れ
て
櫛

田
川
以
北
の
地
を
な
し
大
和
地
方
に
連
結
し
ttJ
屠
る
｡

小
川
路
峠
以
南
に
於
三

一支
脈
を
分
岐
し
て
幅
員
を
次

第
に
増
し
で
屠
る
〇

三

は
小
川
路
峠
よ
-
分
れ
千
代

泰
阜
の
高
地
を
覆
し
天
龍
川
を
経
三

二
河
高
原
に
現
れ

他
は
弟
石
岳
よ
ゎ
声
倉
山
(
二

六
七
･
四
米
)
と
な
ゎ

天
龍
川
を
越
え
三

二%
高
原
に
fj.77.
で
茶
臼
山

(
1
讐

辛

四
米
)･
岩
岳
二

〇
五
九
米
)､
出
水
山
(
l
〇
五
二

塞
)
等
と
fqt･(
つ
て
居

る
0

か
-
三
河
高
原
は
伊
那
山
脈
の
分
岐
し
て
低
下
し
磨

く
な
っ
た
部
分
が
准
平
原
化
し
y
後
に
隆
起
し
た
も
の

と
瓜
ふ
｡
此
三
河
高
原
の
匿
域
は
東
は
天
龍
川
か
ら
豊

川
に
通
じ
る
摸
谷
を
境
と
L
t
北
は
阿
知
川
の
南
で
あ

る
伍
利
付
'
下
機
材
の
断
層
崖
を
以
て
飯
田
盆
地
に
接

し
､
酉
は
駒
場
か
ら
断
層
谷
を
南
下
し
て
浪
合
か
ら
平

谷
に
到
･eJ
を
机
か
ら
西
に
樽
じ
七
五
軒
小
屋
か
ら
上

村
川
の
谷
を
経
て
本
流
矢
作
川
の
谷
に
出
雲

l河
幣
に

及
ぶ
地
域
を

い
ふ
の
t･J
あ
る
｡
即
ち
三
河
の
名
種
の
埋

れ
ね
鯉
川
'
大
卒
川
(
矢
作
川
の
支
流
)'
矢
作
川
の
間

の
地
域
で
あ
る
｡
椙
山
氏
は
駒
場
か
ら
捕
内
路
､
妻
鞭

伊
那
山
系
と
三
河
高
原

の
線
か
ら
木
骨
川
谷
に
至
る
線
以
南
を
選
ば
れ
L
も
地

質
地
形
等
か
ら
考
察
し
て
主
と
し
て
内
側
は
矢
作
川
を

境
と
し
た
る
方
通
骨
と
瓜
ふ
｡

信
州
の
披
各
村
,
此
嵩

の
境
に
あ
る
蛇
峠

(
〓
ハ
六固 系山近 附脈 山都伊

三
夫

米
)
は
三
河
高
原
中
の
垂
南
峰
で
第
三
紀
の
准
平

原
時
代
の
毛
ナ
ド
ノ
ッ
ク
と
し
て
春
し
て
居
た
も
の
で

望
七

二
七



地

域

雛
十
凶
懇

あ
ら
う
｡

三
河
高
原
の
塵
在
る
ス
ロ
ー
プ
の
特
色
あ
る

地
弧
は
此
山
よ
-
南
が
最
･も
明
瞭
で
あ
る
｡

以
上
の
結
果
と
し
三
二
河
高
原
は
木
曾
山
系
の
南
鼎

な
ら
と
す
る
見
解
よ
わ
も
伊
那
山
系
に
厩
す
る
見
解
の

方
が
地
質
地
形
よ
-
見
て
通
皆
と
考

へ
る
｡

木
骨
山
脈
は
恵
郡
山
以
南
よ
-
方
向
を
柿
間
に
韓
じ

木
骨
川
と
矢
作
川
の
問
を
低
下
し
て
名
首
尾
附
近
ほ
没

す
る
の
で
あ
る
｡
(第

一
同
蓉
帽
…)

地

質

伊
部
山
脈
は
童
と
し
て
花
閲
岩
及
花
庸
岩
の
片
肺
的

構
造
に
在
れ
る
も
の
多
-
'
其
間
は
蜂
起
の
際
に
抱
き

上
げ
た
る
領
家
塾
成
岩
の
如
き
片
岩
頬
を
挟
ん
で
居
る

片
岩
根
の
分
布
は
甫
下
す
､る

に
従
ひ
て
多
-
三
河
高
原

は
到
り
て
花
崩
岩
及
片
状
花
掃
岩
と
共
に
大
置
域
に
分

布
し
て
居
る
｡

.梅
本
地
方
の
特
色
は
以
上
花
嵐
岩
頻
'
片
麻
岩
瓶
の

間
は
所
々
に
海
成
第
三
紀
闇
の
堆
積
あ
わ
､
又
三
河
高

原
ほ
て
は
此
第
三
紀
層
上
に
火
山
岩
の
存
在
す
る
こ
と

で
あ
る
｡

此
海
成
第
三
紀
層
の
喝
春
は
下
伊
那
郡
千
代
村
以
南

解

六

舵

竺

八

二
八

に
多

い.

此
等
の
堆
積
低
地
は
准
串
原
化
と
其
後
の
地

塊
運
動
の
為
に
其
高
度
を
異
に
し
又
地
担
む
受
け
た
る

跡
が
明
瞭
で
あ
る
｡

次
に
海
成
第
三
紀
静
の
上
面
の
標
高
を
ホ
す
と

千
代
材

七
〇
〇
釆

高
地

帯
革
村

五
八
〇

故
地

神
原
村
何
方

七
六
〇

山
間
演
谷
小
盆
地

(
七
粥
五
千
分

ノ
一
地
質

開
設
繁
閑
幅
に
は
記
載
な
き
も
布
衣

探
究
で
あ
る
｡)

整
相
板
池

且
開
村
新
野
峠

若
山
(
請

墳
)

鳳
衆
寺
山
以
北
一
骨

八
二
〇

l
o
c

o

7
三
〇
〇

八
〇
〇
以
下

山
lf3

-;
;-.i.

茶
iii7T山
造
成

和
而
･:石
の
韮
底

着
衣

の
如

-

第

三

紀
層

は
鳳

泰

寺
山
以

北

1
*

ほ

庚

-
分
布
し
て
其
れ
を
貫

い
て
明
紳
山
を
始
め
と
し
数
多

の
火
油
が
噴
出
し
て
屠
る
.
茶
臼
山
の
如
き
79
一
千
三

百
米
の
高
所
に
第
三
紀
層
の
遺
物
が
あ
っ
て
噴
出
岩
の

基
底
む
を
し
て
居
る
｡

此
第
三
紀
層
の
塵
春
と
火
山
噴
出
岩
と
の
密
接
在
る

関
係
は
大
和
宇
陀
地
方
と
同
型
式
で
あ
る
｡
即
ち
内
背

と
し
て
阿
蘇
火
山
雅
の
延
長
J
J
も
見
ら
る
べ
き
火
山
数



多
あ
-
て
前
記
の
如
-
第
三
紀
層
を
基
磐
と
す
る
.

放
水
寺
山

(六
八
川
米
)
､
棚
山
(七
五

八
)､
宇
越
山
(九
二
九
)
'
明

紳
出
(
1
〇

一
六
)
'
枚
掛
川
(
八
八
二
)
'
御
殿
山
(
七
八
九
)
､
大
鈴

山
(
l
O
1
1
)
､
大
峠
(
九
五
三
)
'
金
山
(
九
三
八
)

以

上
は
明
紳
火
山
免
と
も
柑
す
べ
き
も
の
に
し
て
第
三
紀
櫛
を
破

っ
て
境
川
し
た
る
ネ
バ
ダ
山方
'
梅
順
山方
よ
り
成
る
ト
ロ
イ
デ
式
の

火
山
で
あ
る
O

高
山
(
一
〇
五
四
)
'
犬
紳
山
(
t
〇
三
七
)
､
丸
山
(
]
〓
ハ
○
)
(
借

三
岡
蛾
)

以
上
は
玄
武
岩
の
境
川
で
姑
群
に
や
は
り
解
三
紀
暦
が
あ
る
丸
山

で
は
節
三
松
Lb
は
不
明
で
あ
る
｡
丸
山
は
非
常
に
立
派
な
梯
式
的

の
ト

ロ
イ
デ
火
山
で
あ
る
｡

茶
臼
山

(
1
四

一
五
)

(
侶
三
関
境
)

三
河
前
原
申
火
山
の
託
で
あ
る
.
花
川
山方
淡
節
三
組
暦
の
隆
起
市

原
を
兆
磐
と
し
て
境
川
し
た
る
文
武
潜
及
安
山
･=k
よ
り
成
る
コ
ニ

ー
デ
式
火
山
で
頂
上
に
小
喋
火
口
が
あ
る
｡
(
地
質
調
査
肝
発
行
の

七

苅

五
千
分
の
1
地
相
に
は
安
山
栄
が
糾
て
舵
な
い
が
瞭
火
口
を

聴
容
-
頂
上
附
近
は
安
山
･:g
ら
し
い
｡
)

天
柳
川

(
上
伊
那
郵
)

上
伊
那
榔
前
出
附
虹
に
柚
め
て
小
な
る
安
山
･=材
の
小
火
山
が
あ
る

守
屋
山

(
7
六
五
〇
｡
三
)

安
山
瀬
よ
り
成

=1
培
土
火
山
群
に
組
係
搾
き
も
の
と
恩
は
れ
る
0

地

形

伊
那

山

系
と
三
河
満

掃

主
と
し
て
北
西
と
覇
兼
よ
少
の
横
願
力
を
受
け
て
地

神
は
北
々
束
の
方
向
と
持
つ
様
に
夜
-
'
滑
は
北
々
東

･⊥
隅
々
酉
と
そ
れ
に
直
交
す
る
西
北
西
1

東
南
東
と
の

断
層
及
裂
値
を
壁
じ
､
此
鍋
線
に
滑
っ
て

浸
蝕
が
進
行

し
て
現
在
の
渓
谷
の
大
部
分
が
形
成
せ
ら
れ
た
｡(
第
二

同
額
照
)

伊
那
渓
谷
の
狭
長
を
地
溝
状
盆
地
か)珪
ぜ
し
め
た
断

層
も
や
ば
-
北
々
東
の
方
向
を
持
っ
て
ゐ
る
｡
こ
れ
は

木
骨
山
脈
に
属
す
る
の
で
あ
る
が
'
地
質
調
査
朗
の
足

助
固
幅
訟
明
春
の
長
久
手
稚
苗
故
旧
の
断
層
同
社
見
て

も
凡
そ
北
々
莱
及
酉
北
西
の
二
方
向
の
断
層
が
最
も
多

い
罫
が
わ
か
る
｡
勿
翰
此
れ
は
宛
断
暦
が
多

い
轟
と
M
j

ふ
.
叉
伊
那
山
系
坤
に
於
で
も

一
層
多
-
の
死
活
断
簡

の
春
在
す
る
轟
が
想
像
せ
ら
れ
る
｡
此
等
の
新
暦
は
其

の
走
向
に
放
て
山
陽
方
面
に
於
け
る
断
暦
と
似
た
と
こ

ろ
が
有
っ
て
南
日
本
の
特
色
と
m
心
ふ
｡

伊
都
山
系
中
下
伊
那
郡
千
代
村
以
南
三
河
に
及
ぶ
地

方
は
第
三
紀
時
代
に
海
底
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
飴
程
虎

か
つ
花
｡
其
時
陸
の
部
分
は
唯
平
原
化
せ
ら
れ
た
｡
其
彼

此
部
分
が
隆
起
運
動
を
起
し
下
伊
那
郡
の
南
部
地
方
が

竺

九

二
九



凪

･

嬬

伊
都
山
系
附
近
想
像
新
暦
固

筋
十
位
各

罫
山へ
出

･
.

望

〇

三
〇

其
皮
が
最
も
大
で
あ

ーって
'
新
野
党
木
等

が
其
中
心
で
あ
っ
た
｡
然
し
木
曾
山
系
も

重
々
無
交
渉
で
は
夜
か
つ
ね
の
で
､
捻
樺

山
蛇
峠
等
は
漸
移
地
形
と
在
っ
て
居
る
｡

此
運
軌
に
伴
っ
て
主
と
し
て
西
北
西
-
東

南
東
の
新
暦
が

出発
た
ら
し
い
｡
然
し
紳

原
村
向
方
(
第
三
紀
層
)大
河
内
を
通
す
る

断
層
も
出
界
ね
｡
勿
論
此
徐
々
在
る
隆
起

運
動
と
典
に
断
層
谷
の
浸
蝕
作
用
も
進
行

L
R!.
和
知
野
川
'
大
入
川
､
塞
狭
川
等

は
此
例
で
あ
る
｡

此
隆
起
准
平
原
の
造
物
は
下
伊
都
郡
の

亀
樺
山
(
一
三
五
八
米
)､
八
尺
川
(
l
二

d

八
米
)'
地
裁
峠
(
二

二
〇
米
)(
向
方
大

河
内
の
断
層
の
馬
に
少
し
低
-
在
っ
て
居

る
)､
其
他
に
痕
跡
を
留
め
て
居
る
｡
其
後

木
曾
山
系
東
側
の
断
層
な
る
貿
木
断
層
'

新
野
斯
唇
等
主
と
し
て
北
々
来
･⊥
悶
々
四

の
断
層
が
活
躍
し
ね
と
瓜
ふ
｡



三
河
高
原
に
於
け
る
切
蜂
面
を
考
ふ
る
時
下
伊
都
郡

の
部
分
(
残
丘
と
し
て
の
蛇
時
計
除
Y
)
は
北
は
飯
田
盆

地
に
封
し
捻
樺
山
､
宵
樺
山
'
八
尺
山
麓
の
断
簡
嵐
に

～
yら
急
に
高
-
在
っ
て
居
る
が
宙
方
信
三
岡
層
迄
の
問

は
傾
斜
の
皮
が
小
ru
い
｡
国
境
附
近
か
ら
南
は
急
に
降

っ
て
其
傾
斜
の
度
が
大
と
な
つ
で
居
る
｡
.rJ
れ
は
下
伊

都

郡に
於
け
る
部
分
は
ク
オ
ー
ビ
ン
グ
作
用
の
項
部
と

考
ふ
る
事
と
断
層
を
鼻
と
し
て
地
塊
運
軌
の
行
は
れ
ね

事
と
豊

是

す
る
Ⅰ

に
ょ
つ
で
解
樺
が
什
-
こ
と
で

あ
る
0

●
●
●
●
●
●

新
野
高
原
盆
地

信
州
の
南
端
舵
標
高
約
八
官
米
の
高
庇
盆
地
が
あ
っ

て
新
野
高
原
と
呼
ん
で
居
る
｡
盆
地
を
中
心
と
し
た

1

琶
域
は

1
村
を
覆
し
て
旦
開
村
と

S,ふ
｡
嘗
て
湖
沼
で

あ
っ
た
の
が
洞
潟
し
た
地
で
あ
る
｡

桃

源
の
夢
を

食
る
四
六

〇
戸
の
釆
拓

で
俗
に
新
野
千
石
卒
と
辞
す
る
盆

地
の
側
底
で
あ
る
綬
傾
斜
の
扇
状
地
に
は
桑
園
､
水
田
等
が
費
接
し
た

I
茂
は
し
い
村

で
避
暑
地
と
し
て
最
も
よ
い
と
こ
ろ
と
思
ふ
｡
盆
府
の
蛮

習
は
古
代
か
ら
中
絶
す
る

こ̀
と
な
-
引
治

い
で
行
ば
れ
て
居
て
､
今
日

も
鎗
ほ
音
趣
を
存
し
最
も
富
義
あ
る
も
の
と
し
て
柳
田
問
男
氏
の
推
算

伊
部
山
系
と
三
河
高
腰

を
得
た
｡

第

三

紀
の
准
卒
原
化
の
後
此
地
方
を
含
ひ

完
W
の
隆
.

起
運
動
が
あ
っ
た
時
西
北
西
か
ら
東
南
東

へ
の
裂
埠
が

出
来
で
此
窮
線
に
泊
っ
て
浸
蝕
が
行
は
れ
､
谷
七
夜
ケ

ね
も
の
J
l
つ
は
新
野
か
ら
貿
木
を
露
で
平
谷
に
続

い

て
居
た
｡
其
後
最
近
に
北
々
東
か
ら
前
々
西
の
方
向
の

断
昏
作
用
が
行
は
れ
て
新
野
に
は
此
新
断
層
に
よ
か
斯

犀
角
窪
地
を
生
じ
て
断
層
湖
を
現
出
し
た
｡
此
断
管
の

生
じ
た
時
期
は
多
分
木
曾
地
塵
東
側
の
断
蕗
と
同
時
で

あ
っ
滋
ら
う
｡
.tE
t
志

田時
は
現
在
の
標
高
入
官
四
十I_

米
附
近
が
湖
岸
で
あ
っ
た
ら
し
い
O
其
後
湖
尻
で
あ
る

新
野
川

へ
の
酪
口
が
浸
蝕
の
馬
に
次
第
に
低
下
し
て
湖

沼
も
渦
潟
す
る
様
に
在
っ
た
｡

此
盆
地
と
東
西
に
連
絡
の
有
る
貿
木
皮
平
谷
の
小
さ

い
山
間
盆
地
も
同
時
期
に
同
型
式
に
出
来
た
姉
妹
盆
地

で
.あ
る
｡
女
盆
地
か
ら
流
れ
胡
る
川
の
方
向
が
異
る
の

み
で
あ
る
｡

●
●
●
●
●
●
●

伊
部
山
脈
主
磯
部

/

伊
都
山
脈
の
主
部
は
凍
部
の
赤
石
塀
段
は
逝
き
部
分

が
最
旦
向
く
西
方
伊
那
の
渓
谷
盆
地
に
向
つ
て
斜
下
し

望

一

三
一



地

球

節
十
川
令

て
居
る
｡
而
し
て
山
脈
の
東
側
は
赤
石
塀
線
に
向
つ
で

急
斜
し
て
ゐ
る
.
閣
向
き
の
傾
斜
面
に
'
上
伊
那
郡
ほ

て
は
二
段
､
下
伊
那
郡

ほ
て
は
三
段
の
断
層
に
ょ
る
段

階
が
あ
っ
て
各
階
は
威
丘
に
経
っ
て
ゐ
る
.
其
第

1
列

は
前
に
撃
げ
た
主
運
峰
の
西
側
面
む
な
し
で
上
伊
那
郡

か
ら
下
伊
那
郡
に
連
潰
し
で
居
る
｡
此
部
分
で
は
コ
.ン

セ
ク
エ
ン
ト
の
天
龍
川
の
小
支
流
は
上
流
は
於
で
往
々

梨
子
捌
式
と
在
っ
て
山
間
の
小
浜
を
作
つ
Y
居
る
O
第

二
断
層
段
は
上
伊
那
郡
で
は
不
明
で
あ
る
が
下
伊
邦
郡

に
這
入
っ
て
か
ら
馬
原
;
(
1
〇
四
四
･
1
米
)､大
入
山

(
1
〇
一
四
米
)'
障
子
山
(
二

三
五
･七
光
)､
本
山
(

1.
三
7四
米
)､
宅
飯
山
(
二

二
九
･入
来
)等
の
山
列

を
覆
し
て
居
る
｡
第
三
断
僚
段
は
上
伊
那
郡
で
大
き
-

下
伊
那
郡
で
小
rb-
な
っ
て
屠
る
.
牝
よ
-
不
動
ケ
峰

(
1
二
〇
〇
米
)
､
高
鳥
届
出
(
一
三
三

㌻

1
米
)､陣
場

形
山
(
三
7四
五
二
二
光
)､
下
伊
那
郡
ほ
て
は
高
鳥
屋
山

(
八
八
四
光
)､
日
影
川
(九
三
八
二
ハ
米
)､
日
向
川
(
九

三

山
米
).
高
銅
山
(
九
五
三
二

光
)､
二
本
於
山
(九
四

一
･
四
米
)
等
の
山
列
を
な
し
て
居
る
｡

此
伊
那
山
脈
は
赤
石
山
脈
の
構
成
と
典
に
捷
じ
た
る

解
六
班

望

二

三
二

三
峰
川
'
小
狼
川
､
遠
山
川
等
の
古

い
渓
谷
に
よ
っ

て

横
断
せ
ら
れ
､
此
等
の
河
川
は
伊
那
川
脈
の
隆
塵
後

も

先
行
流
路
を
と
っ
て
天
龍
川
に
仕
入
し
て
ゐ
る
の
で
伊

那
山
脈
を
次
の
地
塊
に
儀
介
す
る
｡
此
等
の
断
簡
谷
の

生
成
は
亦
石
塀
線
の
獲
成
よ
-
古

い
｡
叉
此
地
塊
は
多

少
個
々
の
運
動
を
し
て
居
る
横
で
あ
る
｡

高
雄
山
地
塊

〔
三
峰
川
以
北
)

､
u1
倉
山
地
塊

､
鬼
両
山
地
塊

四
､
熊
伏
山
地
塊

●
●
■
●
●
■
●
●
●

伊
那
山
脈
の
慣
動
運
動

(
三
峰
川
小
潰
川
問
)

(
小
塩
川
遠
山
川
間
)

(遠
山
川
天
龍
川
間
)

逆
断
層
線
で
あ
る
赤
石
塀
線
に
面
す
る
伊
那
山
脈
東

側
は
特
に
急
斜
面
を
覆
し
て
居
る
｡
北
西
と
南
東
か
ら

横
魔
力
を
受
け
る
伊
那
山
脈
は
天
龍
川
の
裂
値
と
赤
石

塀
線
と
を
境
と
し
赤
石
木
曾
丙
山
塊
の
間
に
傾
動
隆
起

運
動
を
な
し
た
の
で
東
側
の
逆
断
暦
に
添
ふ
と
乙
ろ
が

隆
起
が
大
で
あ
る
0
此
運
動
の
最
も
盛
な
る
は
鬼
面
山

山
塊
で
あ
る
｡

下
伊
那
郡
は
於
て
の
天
龍
川
兼
岸
の
生
田
村
よ
ん
′喬

木
村
に
亙
る
洪
積
層
中
に
帯
状
に
分
布
し
て
居
る
基
魂



碧
及
凝
友
岩
暦
或
は
河
野
村
堀
越
附
近
の
洪
積
層

(
地

質
調
査
所
石
非
技
師
に
ょ
れ
ば
陸
成
第
三
紀
)
下
の
泥

炭
及
凝
次
岩
層
等
が
西
方
天
龍
川
の
ガ
へ
入
皮
内
外
の

傾
斜
を
な
し
て
屠
る
の
は
此
傾
動
を
物
語
っ
て
居
る
も

の
と
‖心
ふ
｡
此
の
古
き
洪
積
闇
の
堆
積
は
喬
水
村
九
十

九
谷
p
上
久
堅
村
越
久
保
千
代
粕
尾
林
と
寵
閏
は
放
け

る
寵
丘
村
衆
井
原
'
下
使
村
粒
良
脇
等
と
共
に
東
和
洪

積
層
(
石
井
氏
の
陸
成
第
三
紀
静
)で
あ
っ
て
伊
那
山
脈

の
現
傾
動
運
動
の
起
る
前
に
天
龍
川
の
流
域
に
堆
積
し

た
物
で
あ
る
C'
渋
柿
圏
堆
積
後
三
河
高
原

完
仰
の
隆
起

運
動
に
仰
以
大
骨
的
閉盟
東
側
の
埴
状
断
層
運
動
が
あ
-

此
れ
に
附
随
し
て
現
天
龍
川
の
流
路
に
於
け
る
小
な
雁

行
裂
船
を
珪
じ
た
｡
こ
れ
ほ
っ
ゞ
5,一三
別
記
の
如
-
天

龍
川
と
赤
石
折
線
と

の間
の
伊
那
山
脈
に
傾
動
隆
起
運

動
が
始
ま
-
.
現
在
も
基
が
般
顔

中
で
あ
る
と
瓜
ふ
.

龍
酉
は
於
て
は
断
層
運
動
後
木
曾
地
最
下
は
大
扇
状

地
の
稚
苗
を
起
乙
L
t
こ
れ
と
相
封
し
て
伊
那
山
脈
の

酉
部
の
+;
期
堆
積
圏
の
麓
附
進
に
新
し
い
房
状
的
堆
積

を
蕉
じ
天
鵡
川
の
低
下
に
よ
っ
て
両
岸
に
現
在
見
る
様

な
株
式
的
の
段
丘
む
形
成
す
る
轟
と
在
っ
た
｡

伊
那
山
系
と
三
河
謁
脱

天
龍
川
は
裂
陳
の
射
線
を
見
つ
け
て
コ
ー
ス
を
決
定

し
'
下
刻
作
用
を
退
-
し
て
長
藤
の
峡
谷
を
作
-
出
し

た
の
で
あ
る
｡
此
峡
谷
を
舟
に
乗
-1
で
下
る
時
､
裂
醇

の
方
向
と
恩
は
れ
る
と
こ
ろ
は
流
れ
が
和
綬
で
あ
る
が

粟
に
方
向
を
樽
じ
て
次
の
製
醇
に
移
る
朋
は
岩
石
の
川

底
は
露
は
れ
た
る
急
瀬
と
在
っ
て
膳
を
盤
か
ら
し
め
る

の
は
興
味
の
あ
る
革
質
で
あ
る
｡
父
天
龍
川
は
其
下
流

に
於
で
血
山
川
の
渓
谷
を
捨
て
J
中
部
附
近
か
ら
横
松
方

面

へ
流
れ
る
様
に
な
っ
た
の
79
其
の
部
分
の
裂
醇
に
関

係
し
て
居
る
事
と
瓜
ふ
｡
(完
)

文

献

辻

村

太

郎

地
形
嘩

〃-〃･
〃
-〃

･
山

鳩

爪

廿

桐

山

正

英

日
本
地
形
証

跡
厨
谷
の
性
即
舶
び
に
日
本
砧

一
部

の
地
形
堺
的
断
層

柵
近

地
此
鍵
評
諦

節
二
容
大
正
十
五
年
三
月

四
両
日
本
中
火
紋

の
地
形
蝉
的
意
義

地
封
蜘
祁
触仙
節

三
十

一
谷
大
拡
十
三
坤
､
六
'
七
月

信
州
伊
那
耽
地
と
段
丘
並
に
大
瀧
鵬
の
峡
谷

地
質
串

雄
蕊

姉
二
十
六
怨

大
蛇
八
神
五
､
六
､
七
.
九
'十
月

州
塊
の
納
付
捌

地
租
蝉
評
論

昭
利
三
年
五
月

三
聖
杓
脱
の
平
坦
虻
に
就
て

地
軸
堺
評
論

節
六
番

望

三

二
二
ニ



山
此

i:Jl

妨

十

桝

谷

昭
利
証
印
八
月

間

山

俊

雄

中
央
口
本
山
地
の
切
峰
耐
及
偏
分

地
税

額評
論

節

大
谷

昭
利
:TF:i咋
六
月

大

柿

瓜

ll
神
仙

と
枇
塊
朝
潮

地
軸
蝉
評
論

節

三

懲

昭
利
二

年

十

T
:
A

梯

川

都

三

田
南
E
本
中
火
柿
進
級
に
沿

っ
て
分
布
す
る
自
望
紀
以

後

の
地
厨

地
質
駿
軸
誌

三
十
七
番

昭
利
五
年
九

刀

郷

土

讃

本

に

就

い

て

節
六
兆

北
原
党
外
三

･<V

地
質
嗣
査
併

芝

山

三
四

地
質
調
査
仲

田
淑
八
代
告

下
伊
那
那
地
質
誌

七
鵜
五
千
分
ノ

1
地
質
馴

足
助
､
多
治
見
､
風
化
橋
､

仰
良
湖
岬
'
相
良
､
批
難
.
恕
郡
山
､
灘
に
足
助
岡
崎

詑
朋
審

問
十
拭
分

ノ
山
地
質
周

飯
川
盆
地
及
段
丘

地
理
畢
評
論

大
正
十
五
年
三
.

四
､
五
月

本

間

不

二

男

柴
日田
良

1
氏
著
作
の
歌
柑
市
外
旭
川
相
の
地
相
を
番

い
た

｢
我
が
住
む
柑
｣

の
粛
介
は
既
に
本
誌
は
覆
さ
れ

た
所
で
あ
る
｡
筆
者
は

此
の
番
を
手
は
し
て
以
来
小
輩

鐙
に
課
す
る
郷
士
讃
本
の
重
婁
性
を
心
か
ら
減
じ
出
し

た
の
で
傘
-
専
門
以
外
の
轟
で
は
あ
る
が
'
左
に
抱
懐

す
る
所
,{LJ述
べ
て
､
精
も
す
れ
ば
現
代
の
世
風
は
魔
さ

れ
て
萎
縮
せ
A
と
す
る
傾
向
の
あ
る

1
部
の
中
小
撃
枚

職
員
に
封
す
る
刺
戟
剤
と
し
た
い
.

挽
近
郷
土
研
究
の
甚
だ
旺
と
を
-
､
所
謂
高
級
を
る

尊
門
地
排
撃
藩
を
塩
に
放

い
て
大
衆
的
地
拙
著
の
し

き

-
に
公
刊
せ
ら
る
ーる
は
異
な
る
模
倣
の
境
地
か
ら
脱
却

し
て
日
本
猿
特
の
地
坪
撃
を
建
設
せ
ん
と
す
る
努
力
の

現
れ
と
見
る
べ
き
で
も
あ
ら
う
が
､
虹
は
其
の
底
流
を

な
し
て
幡
猷
の
間
に
働

い
て
ゐ
る
意
識
は
今
迄
の
模
倣

文
化
か
ら
離
れ
て
我
問
の
環
境
を
調
和
し
た
日
本
猟
特


